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９月２３日（金）に第１１回藤華祭が開催され、成功裏に幕を閉じました。昨年度に引き続きコロナ禍での開催

となりましたが、経験を生かし、より安心・安全に配慮しながら、精一杯の活動を行うことができました。ここでは、

生徒会担当教員の言葉を紹介します。 

羅針盤の示した先へ 
生徒会担当  松浦 祐介   

今年度も新型コロナウィルスの影響で時間や場所を分散した形ではありま

したが藤華祭を無事に終えることができました。制限がある状況は変わらな

いままですが、その中でもこの行事をよりよいものにするために全校生徒が一

丸となり準備を進めてまいりました。保護者の皆様にもバザーの運営を始めと

し、衣装や小道具のご協力など温かく支えていただき、感謝しております。また、

今年度も会場に来ていただくことは叶いませんでしたが、YouTube 配信の視

聴などで応援してくださり、ありがたく思います。 

 「with コロナ」も３年目となり、コロナ前の附属札幌中学校を知る学年は 

いなくなってしまいました。それでも他学年の仲間と支え合い助け合いながら活動を進める姿は今までの先輩方

と変わることはありませんでした。その姿を見て、大切なことは先輩から後輩へとしっかり受け継がれていることを

感じました。すべてのプロジェクトをつなぎ、円滑に活動が進むように先を見通して活動してくれた藤華特別委員

や、当日の玄関や体育館、昼食場所などを華やかにしてくれた装飾プロジェクトのおかげで、いつも通り藤華祭

を迎えることができました。短い準備期間で完成度の高い劇を行ったステージプロジェクトやこれまでの学びを

生かして教室でも楽しめるようにしてくれた教室発表プロジェクトのおかげで、藤華祭を盛り上げることができま

した。また、ホームページや広報誌などで藤華祭の様子を細かく伝えてくれた広報プロジェクトのおかげで、生徒

の頑張る様子を身近に感じることができました。製品販売を行う D 組も完成度の高い製品をつくり、売り上げを

伸ばして大成功させました。どのプロジェクトも限りある時間の中でできるこ

とを最大限行い、華やかな行事にしてくれました。今年度の藤華祭のテーマ

である「羅針盤」は、大変なことやハプニングがあったとしても学年や学級

を問わずお互いに行き先を示し、藤華祭成功に向けて突き進んでいくという

意味が込められていました。藤華特別委員会が考えたこのテーマを生徒た

ちは活動の中でしっかりと体現してくれたことをうれしく思います。今後も学

年の垣根を超えて全校で支え合い助け合いながら羅針盤が新たに示す方

向へと進んでいくことを願っています。 

 

【藤華祭シンボルマーク】 

【階段装飾】 



■教育実習                                                           

主免実習（5 週間）17 名、副免実習（2 週間）18 名、養護実習（2 週

間）2名、計37名の学生が本校で教育実習を行いました。生徒と一緒に

学校生活を送りながら、授業方法だけでなく、生徒との関わり方など多く

のことを学んだようでした。９月２日（水）の第２学年の総合的な学習の時

間では、教育実習生と働くことについての交流会を行い、大学生の職業

観などを聞きました。これからの探究的な学習を進める上で参考になる

話をたくさん聞くことができたようです。 

 

■ロンドン大学留学生との交流会                                           

北海道教育大学とロンドン大学の留学生が、９月１日（木）に来校し、

本校生徒との交流会を行いました。交流会は、体育館で学年ごとに行わ

れました。留学生からは、イギリスの気候や料理、行事などを紹介してもら

い、生徒からは日本の文化や伝統行事などについて紹介しました。互い

の文化の違いを知るよい機会となりました。 

 

■生徒会役員選挙                                                    

９月１４日（金）に生徒会役員演説会・選挙が行われ、第７６代生徒会

役員・議長団が選出されました。今年度は、コロナ対策として、全学年、教

室で立候補者の演説を視聴し、投票を行いました。 １０月１４日（金）に

行われる承認式を経て、学校のリーダーとしての活動が始まります。よりよ

い生徒会を目指して、創意工夫溢れる活動を期待しています。 

 

■藤華祭 PTA バザー大盛況                                       

９月２３日（金）に開催された藤華祭において、PTA 厚生委員会の皆様

に企画していただいた藤華祭 PTA バザーが行われました。今年度は、昨

年度よりもメニューが追加されるだけでなく、学校のロゴ入りトートバックな

ども販売されました。厚生委員会の皆様には、コロナ対策として注文商品

を個別包装して生徒に渡していただくなど、きめ細やかな配慮をいただき

ました。多くの方に注文いただき、本当にありがとうございました。 

生徒の準備活動の様子は、藤華祭の広報プロジェクトの皆さんが制作

した藤華祭のホームページから閲覧することができます。ぜひご覧ください。 

 

 

藤華祭ホームページ 



 

■私立高等学校合同説明会 2022                                                  

９月２８日（水）に PTA 総務委員会の皆様に企画していただいた「私立

高等学校合同説明会 2022」を開催いたしました。今年度は、札幌龍谷学

園高等学校、札幌第一高等学校、札幌大谷高等学校、札幌光星高等学

校、札幌日本大学高等学校の５校の先生方より、高校の特色などを伺うこ

とができました。生徒は、自分の進路を考える上での貴重な話をたくさん

聞くことができたようです。本会は第３学年の生徒及び保護者に向けたも

のとなりますが、右の QR コードから、その様子を期間限定でご覧いただけ

ます。1・２年生の生徒のご家庭でも、今後の参考にご視聴いただければと

思います。なお、私立高等学校合同説明会の映像は、各校のご厚意による

ものなので、他への転用転載はご遠慮いただきたく存じます。 

 

 

■教育活動に関するアンケートにご協力お願いします                            

 １０月３日（月）から前期末懇談があります。短い時間ではございますが、担任より子どもたちの成長や今後の

目標について話できればと考えております。 

 さて、その懇談の折に、本校の「教育活動に関するアンケート」をお渡しいたします。今年度から WEB でのアン

ケートの回答になります。本校の教育活動がよりよいものになるよう、ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

 

 

■保護者メールについて                                                 

 ご登録いただいている保護者メールアドレスについて変更が生じた場合は、主幹教諭 佐藤まで教えていただく

ようお願いいたします。 新しいメールアドレスを紙などに書き、お子さまを通して提出していただいて構いません。

これから冬期間になり、悪天候による臨時休校などの連絡を早朝に保護者メールでお伝えすることがあるかもし

れません。よろしくお願いいたします。 

  

私立高等学校合同説明会 2022 



 

    

日（曜日） 行事等の予定 下校バス時刻（予定） 

１（土） 部活動可  

２（日） 部活動可  

３（月） 前期期末懇談①  後期委員選出 1４:１0 

４（火） 前期期末懇談②  【研究日】 1４:１0 

５（水） 前期期末懇談③  委員会・専門局会（三役選出） 1４:１0 

６（木） 前期期末懇談④ 1４:１0 

７（金）  1６:20 

８（土） 部活動可  

９（日） 部活動可  

10（祝・月） スポーツの日  部活動可  

11（火）  1６:20 

12（水） 札教研事業（秋の研究集会） 避難訓練  簡易給食 1２:４0 

13（木） 3 年学力テスト B  承認式リハーサル 1６:20 

14（金） 後期役員・委員承認式   委員会・専門局会 1６:20 

15（土） 部活動可   数学検定（午前）  

16（日） 部活動可  

17（月）  1６:20 

18（火） 【職員会議】  1５:20 

19（水） 【研究日】  教育実践研究実習開始 1６:20 

20（木） ２年総合リサーチタイム 
１・３年 1６:20 

２年１２：４５ 

21（金） ３年フィールドワーク活動  1６:20 

22（土） 部活動可  

23（日） 部活動可  

24（月）  1６:20 

25（火） ３年進路説明会／学年・学級懇談会 
１・２年 1６:20 

３年 13：50 

26（水） 
合唱縦割り交流会 【研究日】 
中学校美術・書道展（～30 日） 

1６:20 

27（木）  1６:20 

28（金）  1６:20 

29（土） 部活動可  漢字検定（午前）  
3０（日） 部活動可  
3１（月）  1６:20 

１０月の行事予定 


